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基本理念 

  真心を込め、そして信頼を 

 

基本方針 

１．利用者様の人権を尊重し、個々に適ったチーム介護を提供する 

２．質の高い、満足される介護を提供し、在宅復帰を積極的に支援する 

３．職務の研鑚を深め、知識や技術の向上を図る 

４．職員の施設運営参画意識を高め、健全な施設運営を図る 

５．武田病院グループ間、他事業所及び地域との連携強化を図る 

 

 

 
 

 

中長期計画（令和６年度から令和１０年度）  

１．職員の年齢構成や就業形態等に合わせた採用計画を元に、あらゆる取り組みを行うことで職員を確保

する。 

２．総合福祉職を担える人材を育成し、利用者の尊厳の保持と自立支援・在宅復帰・在宅支援のためのあ

らゆる取り組みが実践できる施設を目指す。 

３．専門職がその専門性を十分に発揮するための介護 DX 化を図る。 

４．利用者が必要な時に必要な支援が受けられるよう地域・病院・施設間等との連携を強化する。 

５．地域の実情に即して必要とされる事業活動を展開し、また災害時の協力体制を整える。 
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施設重点課題 

 １．その人らしく、より豊かな生活が送れるよう自立支援介護、意思決定支援を実践するとともに、体調

管理の徹底、不適切ケア 0を基本として取り組む。 

  ２．職員個々が自らスキルアップを目指していける教育体制や、働きやすい・休みやすい環境を整える。 

  ３．デジタルデバイスを活用することによる有効性や効果について定期的に検証し、専門性の更なる向上

や業務効率化を図るとともに、建物老朽化している箇所等のメンテナンスを計画的に実施する。 

 ４．地域で支え合う地域共生のまちづくりを推進する。 

   いわやの里（大宅学区自治連合会への参加。次世代担い手育成事業や大宅自主防災訓練、認知症サポ

ート出前講座など、地域に求められる貢献活動の推進） 

   白寿（醍醐南部高齢サポートを中心とした活動推進）       

 ５．本体施設・サテライト施設として求められる機能が充分に発揮されるよう連携を図る。 

  

 

☆この一年間忘れずに取り組んで欲しいこと 

１）利用者の自立支援、意思決定支援、体調管理の徹底・不適切ケア 0 に向けた努力を重ねること 

２）職員一人ひとりが組織の一員であることを忘れず、我が事として笑顔で行動しよう 

３）職員一人ひとりが倫理観を持って利用者の尊厳と目標実現のため行動しよう 

４）利用者・職員相互の楽しいと感じる時間が共有できるケアを実践しよう 

５）地域の役割モデルとなれるようチームで在宅療養支援機能の充実を図ろう 

６）利用者家族や関係機関、地域住民にいわやの里と白寿を広く知っていただく取り組みを実践しよう 

 


